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はじめに

＜５つの要件＞
1. 滞在⽬的となり得るライフスタイル
2. ⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
3. 来訪者の滞在を演出するサービス集積
4. 持続性を確保する仕組み
5. 住⺠のQOLを⾼める環境

本マスタープランは、欧⽶で普及しているバカンス需要(数週間の滞在を
伴う旅⾏※)を持続的に取り込み、それを地域経済や住⺠QOLの良化に
繋げていくことの出来るリゾートとなるために、⽬指すべき将来像を⽰すととも
に、それを実現するために必要な⽅策を、国際競争⼒を持つリゾートの５つ
の要件（下記参照）に照らして整理したものである。

※周遊での⽴ち寄りではなく、滞在先となる地域（デスティネーション・リゾート）



1.滞在⽬的となり得るライフスタイル
①魅⼒的なライフスタイル
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「⾃然・環境」
“守る・育てる対象”

「職」
最先端の知と連携した
観光産業・農林漁業

「住」
世界⽔準のホテル
・コンドミニアム

「⾃然・環境」
”アクティビティの場”

スマート・エコリゾート恩納
「リゾート」と「環境技術」が
共⽣するライフスタイル
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1.滞在⽬的となり得るライフスタイル
②ライフスタイルを実現する「産×学」連携のイメージ

恩納村内の
観光・リゾート産業
における実証

観光客の利便性向上
消費単価の向上

協⼒事業者の増加
地域住⺠の理解促進

観光・リゾート産業に
対する環境技術の導⼊

研究資⾦の獲得
研究シーズの発掘

環境技術の研究成果
に対する理解促進

地域の課題・現状に即
した研究開発の継続
による地域貢献

沖縄科学技術⼤学院⼤学
（OIST）

観光・リゾート産業
農林漁業

⾼質・サスティナブルな
「スマートリゾート」の実現研究成果の産業化・実⽤化

学 産×



沖縄科学技術⼤学院⼤学
（OIST）

観光・リゾート産業
農林漁業

環境分野における
最先端の研究成果

「OIST技術開発イノベー
ションセンター」を介し
た研究成果の技術移転 研究成果を活⽤した

アクティビティ・商品・インフラ整
備（イメージ）

※上記の各種研究はいずれも実際にOISTで⾏われている（⾏われていた）もの。⼀⽅、観光・リゾート産業における研究成果の活⽤⽅
法はあくまでイメージ。

1.滞在⽬的となり得るライフスタイル
②ライフスタイルを実現する「産×学」連携のイメージ

実証機会提供・寄付等
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サンゴ礁⽣態系モニタリング

OISTマリン・サイエンス・ステー
ションにおける海洋研究

リモートセンシング

⾳声モニタリングシステムによる
⿃類種の同定

オープンエネルギーシステム
（電⼒の地産地消）

微⽣物燃料電池による
⽔処理システム

サンゴ保全の体験プログラム
（植え付け等）

海洋深層⽔を
活⽤した商品開発

遊休圃場の整備による
景観形成

鳴き声探索型
バードウォッチング

宿泊施設における
電⼒のグリーン化

宿泊施設における排⽔処理

アク
ティビ
ティ

景観・
インフ

ラ

商品
オキナワモズクのゲノム解析 ⾼機能性成分を含有する

モズクの交雑技術
環境技術に

関する
研究成果の

産業化



2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
①賑わいを作るマグネット・エリア
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②万座・瀬良垣周辺
・交通機能と商業機能が複合した拠点整備
・ビーチウォークの整備
・研究拠点（OISTマリン・サイエンス・

ステーション）との連携

④県⺠の森
・野外イベントの拠点

①前兼久・富着周辺
・歩いて楽しい路地性のある

歩⾏者空間の創出
・ビーチウォークの整備
・商業空間への住機能・研究

拠点（OISTまちなかラ
ボ）の組み込み

中⼩の店舗・
沖縄らしい空間

交通結節点・
国際⽔準のホテル

野外イベント

③真栄⽥周辺
・アクティビティの活動拠点

アクティビティ 沖縄科学技術
⼤学院⼤学
（OIST）

海上
ポンツーン



2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
マグネットエリア① 前兼久・富着周辺
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■歩いて楽しい路地性のある歩⾏
者空間の創出

・商業者および住⺠の協議により、⼟
地を賃貸または交換することにより
⾯的整備を⾏う（⼩布施⽅式）。

・R58沿いに集積している商業施設、
飲⾷施設を⼀本⼊ったエリアに引き
込むことにより、歩いて楽しいそぞ
ろ歩きのできる空間を創出する 。

■ビーチウォークの整備
・ビーチや港、商業施設をデッキや舗

装道で結節することにより、連続性
のある海浜空間を創出する。

・ウォーキング、ジョギング、サイク
リングが可能な程度の幅を確保する。

前兼久地区

地図出典：沖縄県地図情報システム http://gis.pref.okinawa.jp/pref‐okinawa/top/



2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
マグネットエリア① 前兼久・富着周辺
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■ビーチウォークと結節した賑わい空間の整備
・ビーチウォークと商業空間を結節するように、遊休地や海浜空間

を利⽤して歩⾏者にとっての賑わい空間を整備する。

■商業空間への住機能や研究機能の組み込み
・観光産業に従事する従業員や住⺠向けに⾼質かつ低廉な住

居（アフォーダブル・ハウジング）を整備し、商業空間に
組み込む。

・街区の⾯的整備と併せて研究者が⾃由に利⽤できるコワー
キングスペース（OISTまちなかラボ）を整備。

地図出典：Google Map
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2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
マグネットエリア① 前兼久・富着周辺（整備イメージ）
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■ビーチウォークの整備
・ビーチや港、商業施設をデッキや舗装

道で結節することにより、連続性のあ
る海浜空間を創出する。

・ウォーキング、ジョギング、サイクリ
ングが可能な程度の幅を確保する。

■交通機能と商業機能が複合した拠点整備
・現在の野球場の跡地を活⽤し、バスターミナル、飲

⾷、物販、アクティビティセンター、休憩施設など
の機能を併せ持つ施設を整備する。

2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
マグネットエリア② 万座・瀬良垣周辺



2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
交通機能と商業機能が複合した拠点の整備イメージ

11
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2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
マグネットエリア② 万座・瀬良垣周辺の整備イメージ
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2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
ビーチウォークの整備イメージ



2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
マグネットエリア③ 真栄⽥周辺
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■アクティビティの拠点となる施設整備
・海の環境について学ぶ展⽰施設
・安全講習を⾏うレクチャールーム
・安全講習⽤プール
・ギアのレンタルや販売を⾏うショップ
・事業者が共同利⽤する受付カウンター

■真栄⽥岬⻄側の活⽤
・真栄⽥岬の海況不良時の代替ポイントとしての利⽤時にア

プローチ可能なルートを整備し、事業者の農道利⽤を抑制。
・サンセットを楽しむ仕掛け（ロックバーなど）の整備
・環境学習プログラム（テーマ例︓ウミガメの産卵）も実施



2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
マグネットエリア④ 県⺠の森

■広⼤な野外スペースを活かしたイベント
の拠点として整備

・森林環境を活かしたイベント実施のための環境
整備を⾏う。

・OISTにおいてコンベンション等が開催される
際に関連イベントを開催するユニークベニュー
としても位置づける。

15



2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
②歩⾞の適切な分離を含む交通動線
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沖縄⾃動⾞道

⽯川IC

屋嘉IC

■国道58号（バイパス）
・各マグネットエリアを繋ぐメイン動

線として位置づける。
・⼤型⾞両や通過交通を分担する。

■国道58号（旧道）
・2つのマグネットエリア（前兼久・富

着周辺／万座・瀬良垣周辺）の地域
内メイン動線として位置づける。

・⼤型⾞両や通過交通の流⼊を抑制
し、観光客と住⺠による⽣活交通、
地域内の観光関連事業者によるサー
ビス交通が主体の動線とする。

・歩道の拡幅や⾃転⾞道の新設等に
よって道路空間の再配分を⾏う。

マグネットエリア
（前兼久・富着周辺）

マグネットエリア
（万座・瀬良垣周辺）

マグネットエリア
（県⺠の森）

マグネットエリア
（真栄⽥周辺）



2.⼼地よさと賑わいをもたらす空間デザイン
②歩⾞の適切な分離を含む交通動線
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⑪

①

⑧

⑭

⑲

⑥

⑤

③

⑯

⑫

⑮

⑬

⑱

②

■海上ポンツーン
・那覇港からの海上交通の結節点となる。
・前兼久漁港や恩納漁港へのゲートウェイとなる

他、ビーチ沿いの各宿泊施設からも直接送迎を
⾏う。

・宿泊施設のチェックインセンターとしても機能
し、荷物の預け⼊れ・受け渡しも⾏う。

■バスターミナル
・那覇空港・那覇市内からのリムジンバ

スの発着場となるほか、村内の各宿泊
施設からの送迎バスや村内を巡回する
バスの乗降・待機拠点ともなる。

主な宿泊施設（ホテル）※オープン予定含む

海上交通の結節点

地上交通の結節点

■前兼久漁港、恩納漁港
・マリンターミナルを整備す

る。

■地上交通
・那覇空港、那覇市内からはリムジ

ンバス、地域内は巡回するコミュ
ニティバス（⾃動運転⾞想定）や
各宿泊施設の送迎バスを想定す
る。

海上交通

地上交通

■海上交通
・那覇港からはフェリー、地域内は

⽔上バスや各宿泊施設の送迎ボー
トを想定する。

本部



3.来訪者の滞在を演出するサービス集積
①ライフスタイルを演出するサービス施設の集積
・沖縄科学技術⼤学院⼤学（OIST）における先端研究や、農林漁業者による環境保全活動によって培われた実

践的な「環境技術」を「リゾート」としてのアクティビティや商品、インフラ整備等に反映させ、⾼質かつサ
スティナブルなサービスが集積したリゾート地としてのイメージ形成を図る。

・村内の各所において、積極的に環境技術を導⼊して「⾒える化」するとともに、沖縄らしい「地域性」と洗練
された「先進性」を両⽴した景観・建築デザインとする。

リゾートアクティビティ
（観光事業者）

農業・漁業・
環境保全活動

（農林漁業者）

研究活動
（研究機関︓OIST）

「リゾート」と「環境技術」の
融合によるイノベーション

18
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3.来訪者の滞在を演出するサービス集積
①ライフスタイルを演出するサービス施設の集積

■OISTメインキャンパス
・沖縄らしい「地域性」と洗練された「先進性」を

両⽴した景観・建築デザイン。

■OISTマリン・サイエ
ンス・ステーション

・沖縄らしい「地域性」と洗
練された「先進性」を両⽴
した建築デザイン。

・観光客も⾒学可能とする。

■OISTまちなかラボ
・研究者の様⼦が観光客の⽬に触れる

ことにより、「リゾート」と「環境
技術」が共⽣する地域イメージを醸
成。

・研究者が市街地の飲⾷店を利⽤する
ことによる経済効果創出も意図す
る。

・「環境技術」を「リゾート」とし
てのアクティビティや商品、イン
フラ整備等に反映

■環境技術を活⽤したアクティビティ・商
品・インフラ整備

・環境技術をリゾートとしての
アクティビティや商品、イン
フラ整備等に反映させ、「⾒
える化」する。
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3.来訪者の滞在を演出するサービス集積
②「スマート・リゾート」の実現

那覇空港

那覇港
（クルーズターミナル）

バスターミナル

海上ポンツーン

ホテル 飲⾷施設

アクティビティ

物販施設

スマートタグを介した情報共有とオペレーショ
ンの連続化により、
・チェックイン
・現⾦⽀払い
・各種サイン
・⼿荷物運搬
の必要のない村内環境を実現。

（沖縄のゲートウェイ） 恩納村の
ゲートウェイ

恩納村内
（宿泊・アクティビティ・飲⾷・物販）

・チェックイン
・クレジットカード情報

の登録
・アクティビティの予約
・⼿荷物預け⼊れ、受け

取り

ホテル

ホテル



21

IoTおよびAIによる「スマート・リゾート」

Fun︓楽しみ

Needs︓必要性

Authentic︓真性

移動距離 5km 10km 100km30km

散策・ジョギング

AIコミューターバス

AI⼤型シャトルバス

ハイヤー／専⽤⾞

シャトルバス（有⼈）

チャーターヘリ

タクシー

シェア・e-bike ⼀般

シェア︓e-bike MTBタイプ

シェア︓e-bike ロードタイプ

レンタカー

カーシェア

移動⽬的

恩納村における交通をIoTとAIを組み合わせて総合的に整備する事で、移動に関する効率性と
付加価値を拡⼤させる。

効率性⼤

付加価値⼤

付加価値⼤

周遊観光バス

⽔上バス ⾼速船

送迎ボート



4.持続性を確保する仕組み
①中⻑期的投資計画

項⽬ 担当 事業内容 備考

⼤政策 ⾏政

・海上利⽤の緩和策 航路の開設、海上ポンツーンの設置
・港湾整備 漁港のマリンターミナル建設、浚渫
・⾯的整備（ミニ⼟地区画整理事業） 前兼久・富着周辺
・ビーチウォークの整備
・バスターミナルの整備 PPPを想定
・地域内⼆次交通（⾃動運転バス等）の導⼊
・県⺠の森の再整備

中政策 ⾏政
・休耕地や農振地の転⽤・活⽤の緩和策
・防⾵林の再整備
・国道58号（旧道）での歩⾏者空間の確保策 カーフリー化など

⼩政策 ⾏政 ・ITインフラの整備 無料Wi-Fiなど

Ａ）⾏政系先導事業と各種⽀援制度

B）⺠間投資事業
項⽬ 担当 事業内容 備考

⼤政策 デベロッパー・船
舶会社など

・グレードの⾼い船体の導⼊
・新規ホテルやコンドミニアムなどの建設

⼩政策 事業者

・ホテル・コンドミニアムの部屋のグレード
アップ及び滞在向け設備、環境技術の導⼊

・地元素材を活⽤したレストランやバーなど
の新規設置

前兼久・富着周辺、ビーチウォーク

・環境技術を応⽤したアクティビティ、サー
ビスの開発 22
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4.持続性を確保する仕組み
②展開⼿法

⾏政 ⺠間

環境技術を活⽤したアクティビティ・商品・インフラ整備 ○ ○

新たな観光財源の導⼊（宿泊税） ○

ビーチウォークの整備 ○

ビーチウォークと結節した賑わい空間の整備 ○

真栄⽥岬⻄側の活⽤（真栄⽥） ○ ○

那覇からの海上交通の運⾏ ○

地域内⼆次交通（⾃動運転バス等）の導⼊ ○ ○

海上ポンツーンの整備 ○ ○

イベント拠点としての整備（県⺠の森） ○

マリンターミナルの整備 ○

歩いて楽しい路地性のある歩⾏者空間の創出（前兼久） ○

商業空間への住機能や研究機能の組み込み（前兼久） ○

交通機能と商業機能が複合した拠点整備（万座） ○ ○

アクティビティの拠点となる施設整備（真栄⽥） ○ ○

道路空間の再配分（歩道の拡幅、⾃転⾞道の新設） ○

取組主体
取組時期

取組内容 前期
（2019〜2022年）

中期
（2023〜2026年）

後期
（2027〜2030年）
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4.持続性を確保する仕組み
③観光と連動した法定外税を活⽤した公⺠連携（PPP）のスキーム

公的施設整備

各種補助制度

⺠間のノウハウ導⼊

DMOの活動原資 景観整備

・海上ポンツーン
・バスターミナル
・マリンターミナル
・ビーチウォーク
・県⺠の森 など
※商業施設等の収益部分

より質の⾼い
リゾート環境・サービスの提供

公的サービス

・⼆次交通
・観光案内施設 など

観光地マーケティング

⺠間投資新たな観光財源
（宿泊税等）

（PFI）

（公設⺠営・
指定管理） （委託）
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4.持続性を確保する仕組み
④DMOによる観光地ブランディング
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財源（ⅰ） 使途（ⅱ）

権
限
︵
Ａ
︶

責
任
︵
Ｂ
︶

⾃治体 マネジメント
組織

来訪者・利⽤者
テナント⼊居者事業者

法定外税
分担⾦

事業
資⾦
提供

DMに係る
事業実施

消費額増⼤
満⾜度向上
賃料上昇
空室率低下

推進組織とその活動の公益性、代表性といった社会的位置づけの確保（資⾦の出⼝）

DM

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
⽴
・
実
⾏
環
境
整
備
︵
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
︶

事業成果の証明、レバレッジの確保（アウトカム・⽬的とする成果）

税
・
分
担
⾦
の
制
度
設
計
︵
資
⾦
の
⼊
⼝
／
循
環
の
起
点
︶

信頼感（監視）

事業資⾦の⾃由度、裁量権

消費購買活動への反映

条
例
制
定

合
意
形
成

有
効
な
取
組
の

⽴
案
と
実
⾏
⼒

情
緒
的
な
評
価

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ

⾃⽴性
（持続性）

網羅性
持続性

（⾃⽴性）

後⽅⽀援
（規制緩和等）

事業の効果に関する説
明（事前・事後）

議会による議決

4.持続性を確保する仕組み
④DMOによる観光地ブランディング
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本格的な「電動」社会を⾒越し電⼒の効率的利⽤をスマートグリッド、オープンエネル
ギーシステムを通じて実現する

4.持続性を確保する仕組み
⑤環境の持続性向上
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3R(Reduce, Reuse, Recycle）の取り組みを充実させ、環境負荷を軽減する。

4.持続性を確保する仕組み
⑤環境の持続性向上

■下水の浄水化（中水化）
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観光客の⾏動段階 旅前 移動中 滞在中 旅後

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
ソ
ー
ス

検索キーワード ◎

WEBサイト・アクセスログ ◎ ○ ○

予約・購⼊データ ◎ ○ ○

アプリ・ログ ○ ○ ◎ ○

GPS ◎ ○

交通系IC ◎ ○

電⼦マネー ○ ◎

スポット通過センサー ○ ◎

チェックイン・ログ ◎

顧客レビュー(評価サイト/アンケート) ◎ ◎

ソーシャル・メディア ○ ○ ◎ ◎

多様な場所、サービスより⽣じる各種のデータをビッグデータとして収集し、総合的に分析
していく仕組みを作る。

4.持続性を確保する仕組み
⑤IoTも利⽤した観光客の各種⾏動の収集と分析の仕組み
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施設予約情報１

90⽇前 30⽇前 14⽇前 7⽇前 3⽇前 当⽇ 7⽇後

施設予約情報２ 施設予約情報３

アプリ・ログ

顧客レビュー

WEBサイト・アクセスログ

来訪予測の実施 価格調整の実施 シフトの最適化 当⽇対応 評価
予約状況から来訪者数予
測を⾏い、必要に応じて
イベントなどの「てこ⼊
れ策」を講じる。
主たる対応主体
• 個々の宿泊施設
• DMO

リゾート 総合データセンター

地域での予約状況を⾒な
がら、各社で稼働率向上
に向けた価格調整やパッ
ケージングを⾏う。
主たる対応主体
• 個々の宿泊施設
• 交通事業者
• 物販飲⾷、アクティビティ

予想される来訪者数や属
性情報を元に各社で、必
要な⼈員や施設・⾞両な
どのシフト最適化を⾏う。
主たる対応主体
• 個々の宿泊施設
• 交通事業者
• 物販飲⾷、アクティビティ

データセンターを基点にイールドマネジメントの仕組みを、地域全体に波及させる。

4.持続性を確保する仕組み
⑥IoTも利⽤した観光客の各種⾏動の収集と分析の仕組み
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ホテル フィールド レストラン フィールド リゾートモール ホテル

09:00 10:00 12:00 14:00 16:00 21:00

来訪者の⾏動情報をアプリ等から収集し、サービス提供やエネルギー消費の効率化につなげる。

• AIライドの配⾞
• 有事の際の緊急

対応

• 昨晩の宿泊者数
• 当⽇のチェック

アウト数
• 各種属性

• 滞在場所(GPS)
• 滞在時間
• 事業者利⽤の有

無

• 天気予報やイベ
ント情報などの
配信

• 有事の際の緊急
対応

• 待ち時間／混雑
状況の配信

• AIライドの配⾞
• 有事の際の緊急

対応

• 施設の利⽤⼈数
• 滞在時間
• ⼈気メニュー

• 滞在場所(GPS)
• 滞在時間
• 事業者利⽤の有

無

• 天気予報やイベ
ント情報などの
配信

• 有事の際の緊急
対応

• 滞在場所(GPS)
• 滞在時間
• 購買情報(POS、電⼦マネー）

• 待ち時間／混雑状況の配信
• キャンペーン情報の配信
• 照明や空調の制御
• AIライドの配⾞
• 有事の際の緊急対応

• 翌⽇の営業⽅針
検討データとし
て関係先へ配信

• 有事の際の緊急
対応

• 今晩の宿泊者数
• 明⽇のチェック

アウト数
• 各種属性

4.持続性を確保する仕組み
⑥IoTも利⽤した観光客の各種⾏動の収集と分析の仕組み
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5 住⺠のQOLを⾼める環境

リゾートに住まう喜びと誇りの提供
労働者ではなく、住⺠としてのQOL

住宅、教育、福祉環境の充実。
⾃然の美しさを引き⽴てる環境保全と
活⽤。
⾼質な⽂化イベントや飲⾷サービスの
参加や利⽤の促進。

観光経済の正しい理解
インフォグラフィックによる情報公開

観光がどのような動態となっており、
地域経済にどういった波及効果を与え
ているのかという事を、直感的にわか
りやすく伝える取り組み。
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5 住⺠のQOLを⾼める環境
①観光サービスなどを住⺠も楽しむことの出来る仕組み

観光客だけでなく、その地域の観光サービスやアクティビティを住⺠も楽しむことが出
来るように、特別メニューを⽤意したり、アクティビティ普及を⾏う。

その地域の⾃然や⽂化を活かし
たアクティビティを、地元住⺠
も楽しむことが出来るように、
その普及啓発を⾏っていく。

通常なら⾼額な観光客向け
サービスを、オフシーズンを
利⽤して地元住⺠向けに安価
に提供するような取り組みを
⾏っていく。

都市部に⾏かなければ触れるこ
とが出来ないようなハイレベル
の⽂化芸能活動をリゾートで展
開し、地元住⺠も視聴できる機
会を提供する。
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5 住⺠のQOLを⾼める環境
②⽣産性の⾼い職場

競争⼒のある事業者を誘致すると共に、DMO活
動によって、地域の観光客数を増やし、オンオ
フ格差を軽減することで、観光産業の⽣産性を
たかめる。
我が国の宿泊産業の⽣産性は、稼働率の年間平均と、⽉別変動幅
の⼤⼩によって、概ね60％が説明できる。

0
500,000

1,000,000
1,500,000
2,000,000
2,500,000
3,000,000
3,500,000
4,000,000

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

⽣
産
性
（
⼈
ベ
ー
ス
）

定員稼働率（年間平均）

0
500,000

1,000,000
1,500,000
2,000,000
2,500,000
3,000,000
3,500,000
4,000,000

0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00

⽣
産
性
（
⼈
ベ
ー
ス
）

定員稼働率の⽉別変動（標準偏差）

データ︓ 都道府県別に集計。ただし、福島県は異常値となった
ため割愛。⽣産性は経済センサス平成24年度（経産
省）、稼働率は宿泊旅⾏統計調査（観光庁）より取得



5 住⺠のQOLを⾼める環境
③専⾨的なスキルを習得できる⼈材育成の仕組み
■沖縄科学技術⼤学⼤学院（OIST）との連携
※前述

■周辺の⼤学と連携した観光⼈材の輩出
・名桜⼤学等の観光関連学部を有する周辺の⼤学と連携して観光⼈材の育成と雇⽤促進を積極的に

進める。
・地元観光事業者とのマッチング強化、インターン授業の設置、地域と連携した講義プログラムの

設定などを進める。

名桜⼤学沖縄科学技術⼤学⼤学院

35
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 ⼈⼝縮⼩社会において、観光サービス業に
「⼈⼿」を集めるには、未だ社会に出てい
ない⼈々の参加が⼤きな鍵となる。

 観光産業特有の不規則な就労形態に合わせ
た保育環境を保育園から学童クラブまで連
続的に提供することで、⼈⼿確保につなげ
ていくことが可能となる。
 飲⾷や宿泊事業の勤務時間に

あわせた保育時間を設定する。
 保育⼠給与の経験加算によって、良

質な保育⼠を確保する。
 英会話やスポーツなどの教室

サービスを併設する。

5 住⺠のQOLを⾼める環境
④不規則な就労を⽀援する保育・福祉環境
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リゾートの空間に溶け込むような⾼質さを持ちながら、低廉なアフォーダブル住宅をコンド
ミニアムやホテルなどに併設し、豊かな住環境を構築する。

5 住⺠のQOLを⾼める環境
⑤⾼質かつ低廉な住環境
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• 観光は、今や、世界的に地域経済振興におけ
る戦略産業としてとらえられるようになって
いる。

• 他⽅、今⽇の観光は、地域全体を観光対象と
する傾向にあるため、観光客の来訪は、地域
の⽂化や環境、経済などを通じ、観光業に携
わっていない⼈々にも影響が及ぶようになっ
ている。

• リゾート事業者にとっても、また、地域経済
にとっても、持続的な観光（Sustainable
Tourism）の実現は重要な課題であり、ス
テージとなる「地域」に対する責任ある観光
(Responsible Tourism)という概念が広がって
いる。

• この概念を具現化するためには、地域の観光
振興の⽅向性や現状について、広く、関係者
と共有することに加え、住⺠の観光に対する
意識のモニタリングし、政策に展開していく
ことが必要である。

オーストラリアでは、観光振興の計画と現状について、⼀般の⼈たちに
もわかりやすく伝えると共に、住⺠の観光に対する意識をモニタリング
し、政策に展開している。

5 住⺠のQOLを⾼める環境
⑥サービス経済に対する正しい知識の啓発
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ページ 内容 URL
5 地図 http://gis.pref.okinawa.jp/pref-okinawa/top/

6 地図 http://gis.pref.okinawa.jp/pref-okinawa/top/

7 地図 https://www.google.co.jp/maps/

7 海中レストラン https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/b/bd/Ithaa_inside.JPG

7/18 会議⾵景 https://pixabay.com/ja/会議-⾮公式-ビジネス-チーム-チャット-オフィス-⼈-笑顔-1702638/

9 地図 http://gis.pref.okinawa.jp/pref-okinawa/top/

10 地図 https://www.google.co.jp/maps/

13 地図 https://www.google.co.jp/maps/

14 地図 http://gis.pref.okinawa.jp/pref-okinawa/top/

14 野外ヨガ http://www.nabekura.net/asobu/taiken.html

14 ノルディックウォーキ
ング http://www.nabekura.net/asobu/taiken.html

14 ⾳楽フェス http://01.gatag.net/0012039-free-photo/

14 野外劇 http://dacapo.magazineworld.jp/culture/81781/

14 ダイニングアウト https://vacationniseko.com/news/dining-out-in-niseko

14 ⾷事 https://www.ozmall.co.jp/glamping/article/10536/

14 グランピング https://www.ozmall.co.jp/glamping/article/10536/

14 屋台カー http://www.gooutcamp.jp/ryukyu/news/index.html

15 地図 http://gis.pref.okinawa.jp/pref-okinawa/top/

画像出典⼀覧
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ページ 内容 URL
16 地図 https://www.google.co.jp/maps/

16/19 海上ポンツーン http://freeaussiestock.com/free/Queensland/whitsundays/slides/knuckle_pontoon.htm

16 ⽔上タクシー https://pixabay.com/ja/⽔上タクシー-タクシー-ニューヨーク-アメリカ-ニューヨーク市-船-1252415/

16 コミュニティバス https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/a/ac/Navya_Arma_-_CeBIT_2017_02.jpg

16 ⻑距離バス https://pixabay.com/ja/コー  チ-バス-休⽇-モダンバス-autocar-観光-3206326/

17/18/26 オープンエネルギーシ
ステム https://www.oist.jp/ja/news-center/photos/18556

18 地図 https://www.google.co.jp/maps/

18 鳴き声探索 https://www.oist.jp/ja/news-center/photos/31966

18 OISTマリンサイエン
スステーション① https://www.oist.jp/ja/news-center/photos/25810

18 OISTマリンサイエン
スステーション② https://www.oist.jp/ja/news-center/photos/25802

18/34 OIST遠景 https://www.oist.jp/ja/news-center/photos/22564

18 OIST学⽣寮 https://www.oist.jp/ja/news-center/photos/22592

26 ソーラーパネル https://www.oist.jp/ja/news-center/photos/11933

26 サステナブルリビング
実験棟 https://www.oist.jp/ja/news-center/photos/26056

26 ビジュアル・インター
フェース

https://www.oist.jp/ja/press-room/news/2011/10/12/oist-とソニー、トンネルを「環境に優しい」視聴
覚ギャラリーに

27 微⽣物燃料電池 https://www.oist.jp/ja/news-center/photos/32022

32 ダイニングアットアル
ティチュード http://diningataltitude.com/ 

32 ⾳楽祭 https://simbarun.com/vails-summer-kicks-off-with-bravo-vail-valley-music-festival/

34 名桜⼤学外観 https://cs.itoki.jp/case-studies/meio-university-sakuraum/

37 インフォグラフィック https://www.tra.gov.au/media-hub/media-hub/infographics/infographics
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「世界が訪れたくなる観光地域づくりに向けた高度化計画策定事業」

事業実施者 経済産業省
事業委託先 公益財団法人日本交通公社
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